
図面名 北福崎工区 平面図・管割詳細図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

1尺度 1：200
1： 50

工事名 北福崎地内水道管布設替工事

1．PE挿し口SS仕切弁；”PE挿し口ソフトシール仕切弁”を表す。
注意；
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　ｽﾄｯﾊﾟｰﾊﾞﾙﾌﾞ(VPφ75用)(簡易仕切弁 7.5k)／弁室H＝0.7ｍ
【連絡工】施工延長；L＝1.50ｍ／布設延長；L＝1.00ｍ
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施工延長；L＝69.79ｍ 布設延長（HPPEφ75）；L＝69.99ｍ
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ドレン工φ50 N＝1箇所
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※注意；
　掘削状況で、地下水の位置が配水管布設深さよりも上に
ある場合、全線、溶剤浸透防護スリーブで被膜をおこなう
こと。
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図面名 北福崎工区 配管詳細図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

2尺度 1：200
1： 50

工事名 北福崎地内水道管布設替工事

1．PE挿し口SS仕切弁；”PE挿し口ソフトシール仕切弁”を表す。
注意；
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　ｽﾄｯﾊﾟｰﾊﾞﾙﾌﾞ(VPφ75用)(簡易仕切弁 7.5k)／弁室H＝0.7ｍ
【連絡工】施工延長；L＝1.50ｍ／布設延長；L＝1.00ｍ
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施工延長；L＝69.79ｍ 布設延長（HPPEφ75）；L＝69.99ｍ
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※注意；
　掘削状況で、地下水の位置が配水管布設深さよりも上に
ある場合、全線、溶剤浸透防護スリーブで被膜をおこなう
こと。
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仮設土留工標準図
S=1:20
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矢板規格表

１段梁

２段梁

アルミ矢板

水圧式パイプサポ－ト

アルミ製腹起し

平　面　図

断　面　図

図面名 土工定規図及び仮設土留工標準図ほか

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

3尺度 1：20

工事名 北福崎地内水道管布設替工事
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仮舗装

表層工；再生密粒度ｱｽｺﾝ（TOP13）
路盤工；再生砕石（RC-40）

※土留材は、崩壊性が高い場合、掘削深1.0ｍであっても
計上をすること。この時の掘削幅は0.9ｍとした。

とする。
場合、人力掘削
※既設管がある

本復旧舗装構成

町　道

1
50

50

表層工（密粒度ｱｽｺﾝ TOP13）

路盤工（再生砕石 RC-40）

S=1：20

土工定規図番号 D D＋200H ｈ 矢板長

90 290

A-1

A-2

A-3

土被り

単位；ｍｍφ75 土工定規図寸法表

本表は、矢板を計上する場合の矢板長さを記載している。
現場状況に応じて、発注者と協議の上、土留材を採用すること。

700 890 400

650 840 350

1200 1390 900

土工定規図番号 D D＋200H ｈ 矢板長

63 263
B-1

B-2

土被り

単位；ｍｍφ50 土工定規図寸法表

700 860 400

900 1060 600

本表は、矢板を計上する場合の矢板長さを記載している。
現場状況に応じて、発注者と協議の上、土留材を採用すること。
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A-5 600 790 300
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図面名 不断水工事箇所土工定規図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

4尺度 1：30

工事名 北福崎地内水道管布設替工事
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※土留材は、あくまでも任意仮設である。
　ゆえに、近年の四辺固定支保工を採用すること
も可能であるが、発注者の承諾を得て土留材を採
用すること。
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仕切弁(バルブ)組合せ表(H=500～1200用)

500用

600用

700用

800用

900用

1000用

1100用

1200用 1
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H
鋳鉄蓋

H=256
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土留 ホ丁
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土留 ホ乙

H=200
土留 乙

H=300
底板

H=60

2
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1

1

承認を受けてから搬入すること。
注）上記の図面は、参考図であり、上下水道課に
注）組合わせは、表のとおりとする。

　　

鋳鉄蓋 H=256

上部 H=80

底板 H=60

H=500用 H=600用 H=700用 H=800用 H=900用 H=1100用H=1000用 H=1200用
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仕切弁室
S=1:10
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図面名 各種弁室材料及び組立標準図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

5尺度 1：10

工事名 北福崎地内水道管布設替工事
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水道用ポリエチレン管（1種二層管）

（PPφ20 PPφ25 PPφ40）

サドル分水栓（HPPEφ75用）
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給水切替標準図

S=1：10

図面名 給水切替標準図
及び給水管土工定規図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

6尺度 1：10

工事名 北福崎地内水道管布設替工事
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図面名 北福崎工区 附帯工平面図

年月日

図面番号

会社名

事業者名 川越町役場　上下水道課

7尺度 1：200

工事名 北福崎地内水道管布設替工事
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S＝1：200

緑マーキング（現場色）

A＝8.90㎡（CADによる算出）

赤マーキング

A＝26.27㎡（CADによる算出）

外側線；(白)幅15ｃｍ L＝55.2ｍ

舗装切断(15ｃｍ未満) L＝81.8ｍ

町道舗装復旧；A＝236.2㎡（CADによる算出）

横断歩道；(白)幅45ｃｍ Ｎ＝3／横断歩道；(白)幅21ｃｍ Ｎ＝1

＠L＝4.0ｍ（CADによる計測）

赤マーキングA＝18.0㎡（CADによる算出）

交差点表示；(白)幅45ｃｍ L＝3.6ｍ（CADによる算出；A＝1.63㎡）

北福崎工区　附帯工平面図

町道舗装復旧；A＝32.0㎡（CADによる算出）

舗装切断(15ｃｍ未満) L＝13.3ｍ

交差点表示；(白)幅30ｃｍ L＝3.0ｍ

（CADによる算出；A＝0.90㎡）

※注意；区画線は、すべて溶融式である。
　旗上げの距離及び面積は、CADによる計測。


